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[企画趣旨]

変化の激しい社会において保育者に求められる役割はますます多様化し、また重要になってきている。現実の複雑で多岐にわたる状況のなかで、保育にかかわる不易の課題および今日的課題に対処していくことが求められてきている。保育者養成においても、保育者の専門性及びその発達を十分に認識しつつ、不易の課題と今日的課題に対処していかねばならない。このシンポジウムでは1990年代頃からアメリカの教師教育において公的に導入されている「メンタリング」、すなわち「豊かな経験をもつ専門家が経験の浅い新人や若手とパーソナルな関係を取り結びながら、若手や新人の自立を見守り、援助すること」を取り上げ、その意義や課題について考察する。メンタリングによる保育プラクティスとこれまでの実習とはどのように違うのか、我が国の文化的・社会的状況のなかへメンタリングを導入する際、どのような困難が伴うのか、現在、試行している実践例をもとに保育者養成におけるメンタリングの今後の可能性について議論する。
「保育者の資質向上に向けて」　無藤　隆
保育者の専門性には多くのものが含まれる。その概要を整理した上で、キャリアの時期ごとの設計、研修の場と方法の確立、特殊な専門の修得の場などを作り出す必要がある。既に、文部科学省の協力者会議また全日本私立幼稚園連合会などによる提言がある。公立幼稚園などでも自治体ごとの小学校に準じた研修体系がある。学生段階、初心段階、中堅段階（5年とか8年とか10年とか）、ベテラン段階、管理職段階といった分け方に応じて教育・研修が提言されている。講義、実習、職場でのOJT、大学院などに場や方法を分けられる。私的な研修も自主研修として重要である。一般的な専門性とともに、例えば、障害児の保育、保育カウンセリング、特定の教材（例えば飼育栽培）、等の特別な専門の研修があり得る。各々、知識理解、技能修得、実習、自己の保育の改善自体に加えて、自己を振り返り、それを改善していくやり方や態度の獲得が強調される。

　保育の仕事は、他の専門職と比べ、特に、雑多性が強い。小学校以上の教師と比べてもそうである。何より小さな子どもを相手にするために、共感的でありまた身体活動的である。楽器を弾くことから子どもの気持ちを察知することまで多種多様な技能が関わる。また一方で心理的身体的発達の基本的な流れを元に教育課程や指導法を考える。他方で家庭の事情を背景にそのことへの対応を保育に組み込む。その上に、近年、子育て支援や小学校との連携や預かり保育・長時間保育、また特別支援や安全管理など多くの新たな要求が生まれてくる。それらのすべてについて高度な専門家になることは不可能であり、各々、少しずつ専門的技量を得つつ、むしろ、総合的に対応できる必要がある。それは単なるバランスではなく、目の前の子どもやクラスを相手にする際に行う指導の行為において総合化を図るのである。そのためにも、個別の学習と共に、それらの総合性を行為のレベルで試み、また改善していく経験が不可欠である。
「保育者養成におけるメンタリングプロジェクト」　福元真由美
近年、保育者の専門的成長の過程においても、メンタリングの意義や機能が注目されている。メンタリングは、保育者が園の専門家集団への参加を通して実践の反省をもとに同僚と経験を共有し、実践的な見識と思考様式を獲得して力量を形成することを支えている。実践の複雑な状況に戸惑う新人や若手の保育者にとっては、メンターとの出会い、メンタリングの機会は、専門家としてのアイデンティティの形成と教職の継続に関わるものとして重要だと言えるだろう。

　東京学芸大と白梅学園大の「教員養成メンタリング・システムの開発」プロジェクトは、大学、教育現場、教育委員会の協働を基礎にしつつ、次の３つの点を特徴としている。一つ目は、養成段階の学生と現職の保育者（メンター）が、メンタリングを通して具体的な実践をもとに学び合う関係を構築することである。このため、学生が長期に教育現場に参加して、メンタリングを受ける「教育プラクティス」を実施するとともに、保育者がメンタリングの理解を深められる多様な学習の機会（プレ研修、フィールド・コーディネータ、事例検討会など）を用意している。二つ目は、教育の今日的課題に対応する専門的な力量の形成を支える体制を作ることである。二大学からなる運営機構より、各園の教育課題やニーズに応じた専門家によるプロジェクトチームが個別に組織され、現場に対するコンサルテーションが行われている。これによって学生、保育者、大学教員が協同的に教育課題を検討・解決するとともに、それぞれの学びが生み出されることを目指している。三つ目は、国立大と私立大、公立園と私立園という保育者のさまざまな養成・実践の場に対応できるメンタリング・システムを開発することである。平成18年度の学芸大と公立園によるメンタリング・システムの試行に基づいて、平成19年度には白梅大と私立園を加えたプロジェクトが本格的に実施される予定である。

　以上のような取組を通して、保育者の養成と研修の機会および機能を融合させ、メンタリングを基盤に現場で学生と保育者が専門家として成長していく仕組みを創り出そうとしている。
「メンタリング実施上の諸問題」　塩練裕子
　子どもを取り巻く環境の変化とともに、家庭・地域社会の教育力の低下が指摘されている。その中で、教育に求められるものも多様化しており、教員の資質向上は大変に重要である。メンタリングによる教員養成は、経験の浅い新人の自立を見守り、豊かな経験を持つ教員が援助して実践していくもので、その意義は大きい。しかし、実際に現場でメンタリングを行うに当たっては、様々な課題もある。

　まず、教員の負担感の問題である。教員には多様な役割が求められ、多忙感や疲労感も高まってきている。そのような状況において、メンタリングの導入は、「新たな負担」として教員に認識されやすく、受け入れに対して抵抗感がある。

また、個人情報の問題がある。幼児を育てるに当たっては、住所や家族構成をはじめとする多くの個人情報を知りえることになる。公務員ではないが、当然、知りえた情報をほかに漏らさないという守秘義務が課せられなければならない。

　そして、園における事故等の対応である。新人の保育者が故意ではなくても幼児にけがをさせてしまうことや、自分自身が何かのけがを負うこともありえる。そういう事も想定して、保険に入るなどの対応も必要である。

　さらに、保護者は自分の子どもがどんな保育を受けているかということに対して敏感であり、現場においては、様々な要求や苦情が寄せられることがある。保育プラクティスでも、それらのことに対応していくことが必要となる。そのための支援体制を整えておくことも必要である。
「教育実習生が体験する戸惑いと葛藤」　青木聡子

東京学芸大学では、3年次に大学附属園、4年次に公立園で教育実習（以下、実習）を行っており、学生は、その意義や目標、心構えについての事前指導を受けた上で実習に臨んでいる。しかし、当時、その目標は、わずか3週間の実習期間で達成を目指すにはあまりに彼方に感じられ、途中何度も見失った。何をどこまで達成することが求められているのかについて、規準がわからないままに未知の世界に飛び込むことは、非常に苦しいものである。「何をすればいいのかがわからない。」「何をしているのかがわからない。」という思いは、実習中の戸惑いや不安を更に強め、大海原に一人ぽつんと取り残されたかのような錯覚にさえ陥った。自分が、今、どこにいるのかを知り、次はどこに向かえばよいのか、まずは短期の（辿り着けそうな）目標を見出したい、というのが、多くの実習生の切なる願いではないだろうか。そして、こうした時こそ指導教諭に助けて欲しい、それが本音だろう。だが、それを口にすることは、関係を築いて日も浅く、評価者でもある指導教諭に“マイナスの印象を与える”のではないか、という懸念から、しばしば、ためらわれるのも事実である。本シンポジウムでは、このような当時の悩みや実際に受けた指導を事例として紹介し、実習生が求める指導や経験について話していきたい。そして、新任教師が経験するリアリティ・ショックに関する研究にも触れつつ、保育現場での直接体験を通じて理論と実践の狭間で翻弄される実習生の実態をお伝えすることができれば、と考えている。

